






























































































































1970（ 昭 和 45） 年 が 2.37mg/day/100cm2、
1971（ 昭 和 46） 年 が 2.76mg/day/100cm2、























和 62）年 2 月 9 日、公害健康被害補償制度
を廃止する件について、中曽根総理大臣に同
意する旨の意見書を提出した（5）。結局国会で


































ここでは、I さん（昭和 10 年 11 月生まれ）
の語りから非認定患者の実態を見ていきた
い。I さんは、2015（平成 27）年 10 月に亡
くなったが、享年 79 歳であった（8）。I さんの
父親は四日市公害訴訟の原告の一人であった
が、I さんは 70 歳までゼンソクとは無縁の
生活を送ってきた。




いた。I さんは新制中学 1 年生（昭和 23 年）
や 2 年生（昭和 24 年）の時には、学校を休
み、漁の手伝いをしていた。この頃が I さん
の漁師の駆け出しの時期である。14 歳の時、




昭和 30 年代半ば、バッチ網（9）は 20 を越えて
いた。昔は 30 人程で組織していた。それが
10 人から 15 人の共同となり、15 人の共同で
元は 1 万か 2 万の資本金で始められた。そし
て、月に 5 千円から 6 千円は稼いでいた。今





き網は一人前になった後、1 人で 12、13 万
は稼いだ。 


















































た患者は、1988（昭和 63）年 3 月 1 日から、
認定患者としては認められなくなり、統計上
の数字には表れなくなってしまうのである。

























































るわ。5 つか、6 つもらってきて、1 ヵ
月分、2 ヵ月分はあるんやし。病院で 10
歩、15 歩歩くと、ハァー ハァー フー 
フー 言っている。座ると、ハァー ハァー 








































































公害訴訟原告 9 人のうちの 1 人であるからで
ある。


























Ｎ：家で 7 時か 8 時に晩メシを食う。発作































































































































































































































では、1 例目に K さんの事例を紹介しておき
たい。 
K さんは現在満 84 歳（昭和 8 年 4 月生まれ）
である。Kさんは、他界した非認定患者であっ
た I さんのお兄さんにあたる。K さんは中学
2 年生である昭和 22 年に、同級生の 8 割が
漁師になる中、漁師になった。K さんの父親
は原告の一人である。Kさんは漁師であるが、















































































































Y さんは昭和 11 年 5 月生まれであるが、
2013（平成 25）年 12 月に亡くなり、享年 77
歳であった。Y さんは 16 歳の昭和 27 年に漁














































































も 1 ヵ月に 1 回は救急車を呼ぶんやで。
病気と上手く付き合ってかなあかんこと
やし。今年の正月もずうーっと入院して














および I さんはすでに他界している。N さん






















































































医学部公衆衛生学教室が 1969（昭和 44）年 11











（6）判決 1972（昭和 47）年 7 月 24 日の直前、磯津








（7）  I さんには 2009（平成 21）年 10 月 25 日、2010
（平成 22）年 1 月 31 日、2010（平成 22）年 6 月
11 日、2011（平成 23）年 12 月 28 日と、合計 4
回にわたりインタビューをお願いした。また N
さんには、2010（平成 22）年 5 月 28 日、2010
（平成 22）年 6 月 11 日、2011（平成 23）年 12
月 28 日、2012（平成 24）年 2 月 23 日と、合計
4回にわたりインタビューをお願いした。その他、
K さんには 2013（平成 25）年 2 月 3 日、Y さん
には 2013（平成 25）年 1 月 25 日にインタビュー
をお願いした。
（8） 筆者は、I さんの仏前へ、2016（平成 28）年 3





シを漁獲する。イワシの漁獲期は 7 月から 10 月
である。当時は、親船と呼ばれた漁船 2 隻、魚
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